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韓国企業の多くが好調な業績を上げています。韓国証券取引所が集計した上場企

業全体の2010年第1四半期（1-3月）の営業利益は、前年の同じ時期に比べて、

約2.4倍となりました（前年と比較可能な企業が対象）。個人消費が回復基調にあ

ることから、国内での売上げの比率が高い内需関連企業で増益となった企業が出て

きたほか、半導体や鉄鋼といった輸出企業が引き続き好調なことも目立ちます。

韓国企業は、日本などに比べて国内の市場規模が小さく、成長に制約があるため、

高い経済成長を見込んで新興国に進出するという戦略を早くから採用してきました。

その結果、世界の景気回復をけん引する新興国の成長は、韓国の企業業績にプラス

に働いています。

昨年、売上高で世界最大の電機メーカーとなったサムスン電子は、新興国での液

晶テレビなどの販売が好調なため 売上げを伸ばしています（会計基準を変更した晶テレビなどの販売が好調なため、売上げを伸ばしています（会計基準を変更した

ため、上記の韓国証券取引所の集計には含まれません）。サムスンはさらなる成長

を目指し、2010年に設備投資と研究開発費を過去最大規模とすることを発表しま

した。新興国の経済成長が、別の新興国の成長につながることが、隣国の韓国から

見てとることができます。
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